
2025年度 院内研究発表及び実践報告会

2026年1月28日、昨雲会館の1階ホールで院内研究発表及び実践報告会が行われました。飯塚病院の看護師や作業療法士が、
業務の中で実践したことの効果や今後の業務への活用などについて発表しました。

8組の発表者が研究発表や実践報告を行い

ました。研究テーマには、日々の業務の中で

難しさを感じていることや、より良くしてい

きたいことなどが取り上げられていました。

フロアからも、たくさん

の質問があり、活発な質

疑応答が行われました。



演題

・ 長期入院患者の退院へのアプローチ ～自分らしく生きたい～

・ 参画型看護計画における当病棟の課題について ～SSTを通してみえた職員の意識の変化～

・ 病棟スタッフの患者様対応と行動制限減少の関連について ～病棟スタッフの意識変化の検証～

・ 自閉症スペクトラム障害患者に対するリカバリー志向の患者参画型看護支援

・ 有意義なカンファレンスにするために ～看護ケアのアップデートを目指して～

・ 意欲低下により日中臥床傾向にある認知症患者との関り ～MTDLPを通して～

・ ボックス・ブリージング（Box Breathing）の呼吸法により得られる効果
 ～副交感神経を優位にすることでの効果～

・ 特定技能外国人と共に育つ医療現場 ～看護実践能力を高めるために～
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